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 最後に一般のベクツインとは若干異なるが、近い将来必ず実現するであろう VLCC など大型肥大船用に開発された
一軸二舵 VL ベクツインについても開発成果を紹介した。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文の内容は船舶の操縦性に重要な律割を果たす操舵システムについて実用的観点から申請者の長年にわたる
研究の成果が述べられている。要約すると、流線型断面形状をもつ普通舵、±35°の舵角、一軸一舵が長年にわたり
変わることがなく常識とされてきた操舵システムに対して、高揚力を生み出す高揚力舵、さらに大舵角を取ってもス
トール（失速）することのない舵をさらに発展させ一軸二舵とした操舵システム（ベクツインシステム）についてそ
の操縦特性について研究を行っている。ベクツインシステムはプロペラを前進定回転のまま、旋回はもとより速度制
御、ホバリング、停止、後進に至るまでジョイスティック１本の操作で可能な操縦システムである。 
 本研究では、まずこのベクツインシステムについて基礎的な模型船による試験を行い、その結果を実船計測結果と
対比しながら、その有用性の裏付けを行っている。それによると、この舵の原形であるシリング舵の風洞実験では、
表面圧力分布が、どの舵角に対しても安定しており、高舵角でもストールが起こりにくいことがわかる。これをベク
ツインにすることにより、±75°でホバリング、±105°で後進の推力を発生し、クラムシェル（舵を逆八の字に開く）
状態で急速な抵抗増加により、船速が低下し、停止時間、距離の短縮に有効であることがわかる。 
 実船試運転結果では、旋回アドバンス、タクティカル直径が非常に小さいことが確認でき、緊急停止試験では通常
の操舵システムの場合の主機逆転時に比べ停止距離は約 1/2 となり、しかも、通常の操舵システムでは後進時に操舵
が効かず進路不安定となるに対し、後進時も安定な操舵性能を発揮できることがわかる。 
 また、２舵あることから舵の抵抗により推進効率が低下すると予想されるが、プロペラ・ボス・キャップフィン
（PBCF）やリアクション・フィンの付加により約 10％の効率改善が図られ、さらにスケグやテイルインボードなど
の工夫により１枚舵と同等の推進効率も維持できることがわかる。 
 以上のように、本論文は従来の操舵システムと比べて、優れた操縦性を発揮し、また、従来の操舵システムと同等
の推進性能も維持できるなどの優れた知見を得ている。 
 本論文は、新しい操舵システムであるベクツインシステムについて、これまで経験的に知られてきた内容を緻密な
模型実験により確認してきたものであり、今後の操舵システムの設計、ひいては、船舶の安全性に大いに寄与する。
よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
